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(57)【要約】
【課題】ユーザがＯＳＤ画像を用いて画像の調整等を行
う場合に原画像のほぼ全体を確認しつつ、画像の調整等
をより効率的に行うことが可能なプロジェクタ等を提供
すること。
【解決手段】プロジェクタ１００が、操作情報を入力す
る操作情報入力部１１０と、画像情報に基づき、原画像
を生成する画像生成部１６０と、ＯＳＤ画像データ１３
２と、前記操作情報に基づき、前記操作情報に応じた内
容の第１のＯＳＤ画像を生成するとともに、前記第１の
ＯＳＤ画像の一時非表示指示時に、前記第１のＯＳＤ画
像よりも小さく、かつ、前記第１のＯＳＤ画像の一時非
表示状態であることを示す第２のＯＳＤ画像を生成する
ＯＳＤ画像生成部１４０と、前記原画像と、前記第１の
ＯＳＤ画像または前記第２のＯＳＤ画像とを合成した合
成画像を生成する合成画像生成部１８０と、前記合成画
像を表示する投写部１９０を含んで構成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作情報を入力する操作情報入力部と、
　画像情報に基づき、原画像を生成する画像生成部と、
　ＯＳＤ画像データと、前記操作情報とに基づき、前記操作情報に応じた内容の第１のＯ
ＳＤ画像を生成するとともに、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示指示時に、前記第１の
ＯＳＤ画像よりも小さく、かつ、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示状態であることを示
す第２のＯＳＤ画像を生成するＯＳＤ画像生成部と、
　前記原画像と、前記第１のＯＳＤ画像または前記第２のＯＳＤ画像とを合成した合成画
像を生成する合成画像生成部と、
　前記合成画像を表示する画像表示部と、
　を含み、
　前記ＯＳＤ画像生成部は、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示指示を示す操作情報が入
力された場合、前記第１のＯＳＤ画像に代えて前記第２のＯＳＤ画像を生成するとともに
、前記第１のＯＳＤ画像の再表示指示を示す操作情報が入力された場合、前記第２のＯＳ
Ｄ画像に代えて前記一時非表示指示時の内容の前記第１のＯＳＤ画像を生成する、
　画像表示装置。
【請求項２】
　操作情報を入力する操作情報入力部と、
　画像情報に基づき、原画像を生成する画像生成部と、
　ＯＳＤ画像データと、前記操作情報とに基づき、前記操作情報に応じた内容の第１のＯ
ＳＤ画像を生成するＯＳＤ画像生成部と、
　前記原画像と、前記第１のＯＳＤ画像とを合成して合成画像を生成する合成画像生成部
と、
　前記原画像または前記合成画像を選択する画像選択部と、
　当該画像選択部で選択された画像を表示する画像表示部と、
　前記操作情報に基づき、前記画像選択部に前記原画像または前記合成画像を選択させる
表示制御部と、
　を含み、
　前記表示制御部は、前記合成画像が表示された状態で前記第１のＯＳＤ画像の一時非表
示指示を示す操作情報が入力された場合、前記画像選択部に前記合成画像に代えて前記原
画像を選択させるとともに、前記原画像が表示された状態で前記第１のＯＳＤ画像の再表
示指示を示す操作情報が入力された場合、前記画像選択部に前記原画像に代えて前記合成
画像を選択させ、
　前記ＯＳＤ画像生成部は、前記第１のＯＳＤ画像の再表示指示時に、前記第１のＯＳＤ
画像の一時非表示指示時の内容の前記第１のＯＳＤ画像を生成する、
　画像表示装置。
【請求項３】
　請求項１、２のいずれかに記載の画像表示装置において、
　前記第１のＯＳＤ画像は、複数の項目から少なくとも１つの項目を選択可能な画像であ
って、
　前記ＯＳＤ画像生成部は、前記操作情報が項目の選択を示す場合、当該選択に応じて前
記少なくとも１つの項目が選択された状態の前記第１のＯＳＤ画像を生成するとともに、
前記再表示指示時に、前記一時非表示指示時の選択項目が選択された状態の前記第１のＯ
ＳＤ画像を生成する、
　画像表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の画像表示装置において、
　前記ＯＳＤ画像生成部は、前記合成画像が表示された状態で前記第１のＯＳＤ画像の表
示終了指示を示す操作情報が入力された場合、前記ＯＳＤ画像生成部は、最初の項目が選
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択された状態の前記第１のＯＳＤ画像を生成する、
　画像表示装置。
【請求項５】
　請求項３、４のいずれかに記載の画像表示装置において、
　前記操作情報に基づき、画像の調整値を示す調整値データを更新する更新部を含み、
　前記ＯＳＤ画像の複数の項目は、画像の調整に関する項目を含み、
　前記画像生成部は、前記調整値データに基づく調整を行った前記原画像を生成する、
　画像表示装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の画像表示装置において、
　前記ＯＳＤ画像生成部は、前記第１のＯＳＤ画像の表示指示位置を示す操作情報に基づ
き、前記第１のＯＳＤ画像の表示位置を決定するとともに、前記再表示指示時に、前記一
時非表示指示時の表示位置を前記第１のＯＳＤ画像の表示位置として決定する、
　画像表示装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかの画像表示装置として機能する、
　プロジェクタ。
【請求項８】
　操作情報を入力する操作情報入力部と、画像表示部とを制御するコンピュータを、
　画像情報に基づき、原画像を生成する画像生成部と、
　ＯＳＤ画像データと、前記操作情報とに基づき、前記操作情報に応じた内容の第１のＯ
ＳＤ画像を生成するとともに、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示指示時に、前記第１の
ＯＳＤ画像よりも小さく、かつ、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示状態であることを示
す第２のＯＳＤ画像を生成するＯＳＤ画像生成部と、
　前記原画像と、前記第１のＯＳＤ画像または前記第２のＯＳＤ画像とを合成した合成画
像を生成する合成画像生成部と、
　前記合成画像を前記画像表示部に表示させる画像表示制御部として機能させ、
　前記ＯＳＤ画像生成部は、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示指示を示す操作情報が入
力された場合、前記第１のＯＳＤ画像に代えて前記第２のＯＳＤ画像を生成するとともに
、前記第１のＯＳＤ画像の再表示指示を示す操作情報が入力された場合、前記第２のＯＳ
Ｄ画像に代えて前記一時非表示指示時の内容の前記第１のＯＳＤ画像を生成する、
　プログラム。
【請求項９】
　操作情報を入力する操作情報入力部と、画像表示部とを制御するコンピュータを、
　画像情報に基づき、原画像を生成する画像生成部と、
　ＯＳＤ画像データと、前記操作情報とに基づき、前記操作情報に応じた内容のＯＳＤ画
像を生成するＯＳＤ画像生成部と、
　前記原画像と、前記ＯＳＤ画像とを合成して合成画像を生成する合成画像生成部と、
　前記原画像または前記合成画像を選択する画像選択部と、
　当該画像選択部で選択された画像を前記画像表示部に表示させる画像表示制御部と、
　前記操作情報に基づき、前記画像選択部に前記原画像または前記合成画像を選択させる
表示制御部として機能させ、
　前記表示制御部は、前記合成画像が表示された状態で前記ＯＳＤ画像の一時非表示指示
を示す操作情報が入力された場合、前記画像選択部に前記合成画像に代えて前記原画像を
選択させるとともに、前記原画像が表示された状態で前記ＯＳＤ画像の再表示指示を示す
操作情報が入力された場合、前記画像選択部に前記原画像に代えて前記合成画像を選択さ
せ、
　前記ＯＳＤ画像生成部は、前記ＯＳＤ画像の再表示指示時に、前記ＯＳＤ画像の一時非
表示指示時の内容の前記ＯＳＤ画像を生成する、
　プログラム。
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【請求項１０】
　操作情報を入力する操作情報入力部と、画像表示部とを制御するコンピュータにより読
み取り可能なプログラムを記憶した情報記憶媒体であって、
　請求項８、９のいずれかに記載のプログラムを記憶した、
　情報記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置、プロジェクタ、プログラムおよび情報記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プロジェクタの場合、ユーザがリモコン（リモートコントローラ）の「メニュー」ボタ
ンを押すことにより、環境設定メニューのトップ画像が表示され、トップ画像が表示され
た状態でユーザがリモコンの矢印キーを押すことにより、項目選択用のサブメニュー画像
が選択される。さらに、項目（例えば、カラーモード、明るさ、コントラスト等）が選択
された状態でユーザがリモコンの矢印キーを押すことにより、当該項目の設定内容が変更
される。
【０００３】
　また、特開２００７－７４３４７号公報に記載されているように、環境設定メニューは
、ＯＳＤ(On Screen Display)画像として、原画像の上に重なって表示される。また、当
該ＯＳＤ画像は、リモコンの「メニュー」ボタンが押されることにより、画面から消去さ
れ、再度、「メニュー」ボタンが押されることにより、トップ画像が再び表示される。
【特許文献１】特開２００７－７４３４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特開２００７－７４３４７号公報のように、比較用に変更前の画像と変更後の画像を並
べて表示したり、原画像の上に重ねてＯＳＤ画像を表示したりすると、原画像の一部が見
えなくなってしまい、ユーザは原画像の全体を確認することができない。ユーザは、ＯＳ
Ｄ画像が表示された状態で原画像の全体を確認する場合、「メニュー」ボタンを押してＯ
ＳＤ画像を画面から消去する。しかし、ユーザは、画像の再調整等を行う場合、再び「メ
ニュー」ボタンを押して環境設定メニューのトップ画像を表示してから所望の項目を選択
する操作を行わなければならず、画像の再調整等に手間と時間がかかっていた。
【０００５】
　本発明の目的は、ユーザがＯＳＤ画像を用いて画像の調整等を行う場合に原画像のほぼ
全体を確認しつつ、画像の調整等をより効率的に行うことが可能な画像表示装置、プロジ
ェクタ、プログラムおよび情報記憶媒体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明に係る画像表示装置は、操作情報を入力する操作情報
入力部と、画像情報に基づき、原画像を生成する画像生成部と、ＯＳＤ画像データと、前
記操作情報とに基づき、前記操作情報に応じた内容の第１のＯＳＤ画像を生成するととも
に、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示指示時に、前記第１のＯＳＤ画像よりも小さく、
かつ、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示状態であることを示す第２のＯＳＤ画像を生成
するＯＳＤ画像生成部と、前記原画像と、前記第１のＯＳＤ画像または前記第２のＯＳＤ
画像とを合成した合成画像を生成する合成画像生成部と、前記合成画像を表示する画像表
示部と、を含み、前記ＯＳＤ画像生成部は、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示指示を示
す操作情報が入力された場合、前記第１のＯＳＤ画像に代えて前記第２のＯＳＤ画像を生
成するとともに、前記第１のＯＳＤ画像の再表示指示を示す操作情報が入力された場合、
前記第２のＯＳＤ画像に代えて前記一時非表示指示時の内容の前記第１のＯＳＤ画像を生
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成することを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明に係るプロジェクタは、上記画像表示装置として機能することを特徴とす
る。
【０００８】
　また、本発明に係るプログラムは、操作情報を入力する操作情報入力部と、画像表示部
とを制御するコンピュータを、画像情報に基づき、原画像を生成する画像生成部と、ＯＳ
Ｄ画像データと、前記操作情報とに基づき、前記操作情報に応じた内容の第１のＯＳＤ画
像を生成するとともに、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示指示時に、前記第１のＯＳＤ
画像よりも小さく、かつ、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示状態であることを示す第２
のＯＳＤ画像を生成するＯＳＤ画像生成部と、前記原画像と、前記第１のＯＳＤ画像また
は前記第２のＯＳＤ画像とを合成した合成画像を生成する合成画像生成部と、前記合成画
像を前記画像表示部に表示させる画像表示制御部として機能させ、前記ＯＳＤ画像生成部
は、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示指示を示す操作情報が入力された場合、前記第１
のＯＳＤ画像に代えて前記第２のＯＳＤ画像を生成するとともに、前記第１のＯＳＤ画像
の再表示指示を示す操作情報が入力された場合、前記第２のＯＳＤ画像に代えて前記一時
非表示指示時の内容の前記第１のＯＳＤ画像を生成することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係る情報記憶媒体は、操作情報を入力する操作情報入力部と、画像表示
部とを制御するコンピュータにより読み取り可能なプログラムを記憶した情報記憶媒体で
あって、上記プログラムを記憶したことを特徴とする。
【００１０】
　本発明によれば、画像表示装置等は、通常のＯＳＤ画像の一時非表示指示後に再表示指
示があった場合に、一時非表示指示時の内容のＯＳＤ画像を生成することができる。これ
により、ユーザは、ＯＳＤ画像を用いた画像の調整等をより効率的に行うことができる。
【００１１】
　また、本発明によれば、画像表示装置等は、通常のＯＳＤ画像の一時非表示時に一時非
表示であることを示す第２のＯＳＤ画像を生成することにより、ユーザは、通常のＯＳＤ
画像が一時非表示状態であることを確認できる上、第２のＯＳＤ画像の大きさは小さいた
め、原画像のほぼ全体を確認することができる。
【００１２】
　また、本発明に係る画像表示装置は、操作情報を入力する操作情報入力部と、画像情報
に基づき、原画像を生成する画像生成部と、ＯＳＤ画像データと、前記操作情報とに基づ
き、前記操作情報に応じた内容の第１のＯＳＤ画像を生成するＯＳＤ画像生成部と、前記
原画像と、前記第１のＯＳＤ画像とを合成して合成画像を生成する合成画像生成部と、前
記原画像または前記合成画像を選択する画像選択部と、当該画像選択部で選択された画像
を表示する画像表示部と、前記操作情報に基づき、前記画像選択部に前記原画像または前
記合成画像を選択させる表示制御部と、を含み、前記表示制御部は、前記合成画像が表示
された状態で前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示指示を示す操作情報が入力された場合、
前記画像選択部に前記合成画像に代えて前記原画像を選択させるとともに、前記原画像が
表示された状態で前記第１のＯＳＤ画像の再表示指示を示す操作情報が入力された場合、
前記画像選択部に前記原画像に代えて前記合成画像を選択させ、前記ＯＳＤ画像生成部は
、前記第１のＯＳＤ画像の再表示指示時に、前記第１のＯＳＤ画像の一時非表示指示時の
内容の前記第１のＯＳＤ画像を生成することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係るプロジェクタは、上記画像表示装置として機能することを特徴とす
る。
【００１４】
　また、本発明に係るプログラムは、操作情報を入力する操作情報入力部と、画像表示部
とを制御するコンピュータを、画像情報に基づき、原画像を生成する画像生成部と、ＯＳ
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Ｄ画像データと、前記操作情報とに基づき、前記操作情報に応じた内容のＯＳＤ画像を生
成するＯＳＤ画像生成部と、前記原画像と、前記ＯＳＤ画像とを合成して合成画像を生成
する合成画像生成部と、前記原画像または前記合成画像を選択する画像選択部と、当該画
像選択部で選択された画像を前記画像表示部に表示させる画像表示制御部と、前記操作情
報に基づき、前記画像選択部に前記原画像または前記合成画像を選択させる表示制御部と
して機能させ、前記表示制御部は、前記合成画像が表示された状態で前記ＯＳＤ画像の一
時非表示指示を示す操作情報が入力された場合、前記画像選択部に前記合成画像に代えて
前記原画像を選択させるとともに、前記原画像が表示された状態で前記ＯＳＤ画像の再表
示指示を示す操作情報が入力された場合、前記画像選択部に前記原画像に代えて前記合成
画像を選択させ、前記ＯＳＤ画像生成部は、前記ＯＳＤ画像の再表示指示時に、前記ＯＳ
Ｄ画像の一時非表示指示時の内容の前記ＯＳＤ画像を生成することを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明に係る情報記憶媒体は、操作情報を入力する操作情報入力部と、画像表示
部とを制御するコンピュータにより読み取り可能なプログラムを記憶した情報記憶媒体で
あって、上記プログラムを記憶したことを特徴とする。
【００１６】
　本発明によれば、画像表示装置等は、通常のＯＳＤ画像の一時非表示指示後に再表示指
示があった場合に、一時非表示指示時の内容のＯＳＤ画像を生成することができる。これ
により、ユーザは、ＯＳＤ画像を用いた画像の調整等をより効率的に行うことができる。
【００１７】
　また、本発明によれば、画像表示装置等は、通常のＯＳＤ画像の一時非表示時には通常
のＯＳＤ画像を非表示にすることにより、ユーザは、原画像の全体を確認することができ
る。
【００１８】
　また、前記第１のＯＳＤ画像は、複数の項目から少なくとも１つの項目を選択可能な画
像であって、前記ＯＳＤ画像生成部は、前記操作情報が項目の選択を示す場合、当該選択
に応じて前記少なくとも１つの項目が選択された状態の前記第１のＯＳＤ画像を生成する
とともに、前記再表示指示時に、前記一時非表示指示時の選択項目が選択された状態の前
記第１のＯＳＤ画像を生成してもよい。
【００１９】
　これによれば、ユーザは、通常のＯＳＤ画像の再表示指示時に、一時非表示指示時の選
択項目が選択された状態のＯＳＤ画像を用いて画像の調整等を行うことができるため、画
像の調整等をより効率的に行うことができる。
【００２０】
　また、前記ＯＳＤ画像生成部は、前記合成画像が表示された状態で前記第１のＯＳＤ画
像の表示終了指示を示す操作情報が入力された場合、最初の項目が選択された状態の前記
第１のＯＳＤ画像を生成してもよい。
【００２１】
　これによれば、ユーザは、通常のＯＳＤ画像の表示終了指示を行った場合に最初の項目
が選択された状態のＯＳＤ画像を用いて画像の調整等を行うことができるため、画像の調
整等をより効率的に行うことができる。
【００２２】
　また、前記画像表示装置は、前記操作情報に基づき、画像の調整値を示す調整値データ
を更新する更新部を含み、前記ＯＳＤ画像の複数の項目は、画像の調整に関する項目を含
み、前記画像生成部は、前記調整値データに基づく調整を行った前記原画像を生成しても
よい。
【００２３】
　これによれば、ユーザは、画像の調整を行う場合に当該調整が反映された原画像を確認
しながら画像の調整を行うことができる。
【００２４】
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　また、前記ＯＳＤ画像生成部は、前記第１のＯＳＤ画像の表示指示位置を示す操作情報
に基づき、前記第１のＯＳＤ画像の表示位置を決定するとともに、前記再表示指示時に、
前記一時非表示指示時の表示位置を前記第１のＯＳＤ画像の表示位置として決定してもよ
い。
【００２５】
　これによれば、ユーザは、画像の調整等を行う場合に、通常のＯＳＤ画像の再表示を行
う場合に一時非表示時と同じ位置に表示することができるため、効率的に画像の調整等を
行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明をプロジェクタに適用した実施例について、図面を参照しつつ説明する。
なお、以下に示す実施例は、特許請求の範囲に記載された発明の内容を何ら限定するもの
ではない。また、以下の実施例に示す構成のすべてが、特許請求の範囲に記載された発明
の解決手段として必須であるとは限らない。
【００２７】
　（第１の実施例）
　図１は、第１の実施例におけるプロジェクタ１００の機能ブロック図である。画像表示
装置の一種であるプロジェクタ１００は、操作情報を入力する操作情報入力部１１０と、
ＯＳＤ画像データ１３２、調整値データ１３４等を記憶する記憶部１３０と、ＯＳＤ画像
データ１３２等を更新する更新部１２０と、ＯＳＤ画像データ１３２と、操作情報に基づ
き、操作情報に応じた内容の第１のＯＳＤ画像を生成するとともに、第１のＯＳＤ画像の
一時非表示指示時に、第１のＯＳＤ画像の一時非表示状態であることを示す第２のＯＳＤ
画像を生成するＯＳＤ画像生成部１４０を含んで構成されている。
【００２８】
　また、プロジェクタ１００は、ＰＣ(Personal Computer)等から画像情報を入力する画
像情報入力部１５０と、画像情報に基づき、原画像を生成する画像生成部１６０と、原画
像と、第１のＯＳＤ画像または第２のＯＳＤ画像とを合成した合成画像を生成する合成画
像生成部１８０と、合成画像を投写する投写部１９０を含んで構成されている。なお、投
写部１９０は、合成画像を表示する画像表示部として機能する。
【００２９】
　なお、これらの各部の機能をプロジェクタ１００に実装するためのハードウェアとして
は、例えば、以下のものが採用されてもよい。例えば、操作情報入力部１１０としては、
リモコン、赤外受信部、操作ボタン等、更新部１２０としてはＣＰＵ等、ＯＳＤ画像生成
部１４０、画像生成部１６０、合成画像生成部１８０としては画像処理回路等、記憶部１
３０としてはフラッシュメモリ等、画像情報入力部１５０としては画像入力端子等、投写
部１９０としては液晶パネル、レンズ等の光学系、液晶駆動回路、ランプ等が採用されて
もよい。
【００３０】
　次に、ＯＳＤ画像生成部１４０等を用いたＯＳＤ画像の表示処理手順について説明する
。図２は、第１の実施例におけるＯＳＤ画像の表示処理手順を示すフローチャートである
。
【００３１】
　画像情報入力部１５０は、画像情報（例えば、ＲＧＢ信号等の動画像または静止画像を
表示するための情報）を入力し、画像生成部１６０は、当該画像情報に基づき、原画像（
ＯＳＤ画像と合成されていない画像）を生成し、投写部１９０は、当該原画像を投写する
（ステップＳ１）。
【００３２】
　ＯＳＤ画像生成部１４０は、操作情報入力部１１０にユーザによるリモコンからの操作
情報が入力されたかどうかを判定し（ステップＳ２）、当該操作情報の内容を判定する。
ＯＳＤ画像生成部１４０は、当該操作情報が、リモコンのメニュー（「Menu」）ボタンが
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押されたことを示す情報であるかどうかを判定する（ステップＳ３）。なお、メニューボ
タンは、第１のＯＳＤ画像の一種である環境設定メニュー画像の表示または非表示を指示
するボタンである。
【００３３】
　メニューボタンが押された場合、ＯＳＤ画像生成部１４０は、第１のＯＳＤ画像が表示
中であるかどうかを判定する（ステップＳ４）。なお、ＯＳＤ画像生成部１４０は、ＯＳ
Ｄ画像の表示状態を示す情報を内部に記憶してもよいし、記憶部１３０にデータとして記
憶してもよい。
【００３４】
　環境設定メニュー画像が表示中でない場合、ＯＳＤ画像生成部１４０は、ＯＳＤ画像デ
ータ１３２と、操作情報に基づき、最初の項目が選択されたＯＳＤ画像を生成し、合成画
像生成部１８０は、原画像にＯＳＤ画像を重ねた合成画像を生成し、投写部１９０は、当
該合成画像を投写する（ステップＳ６）。なお、ＯＳＤ画像データ１３２には、種々の状
態のＯＳＤ画像を生成するためのデータが含まれ、初期状態（最初の項目が選択された状
態）のＯＳＤ画像を生成するためのデータが含まれてもよい。
【００３５】
　図３は、第１の実施例における原画像３００の一例を示す図である。また、図４は、第
１の実施例における合成画像３１０の一例を示す図である。例えば、原画像３００は、中
央に飛行機が配置された画像であり、ＯＳＤ画像（第１のＯＳＤ画像）３２０は、合成画
像３１０において、原画像３０１の中央に配置される。
【００３６】
　また、ＯＳＤ画像３２０は、環境設定メニュー画像であり、トップメニューとして、カ
ラーモード等を調整するための「画質調整」、表示位置やちらつきの調整等を行うための
「映像」、音量や輝度の設定等を行うための「設定」、画像情報非入力時に表示する画像
の設定等を行うための「拡張設定」、ＩＰアドレスの設定等を行うための「ネットワーク
」、ランプの累積使用時間、入力ソース等を示す「情報」、すべての調整値を初期状態に
戻したり、ランプ累積使用時間を０に戻したりするための「初期化」が設けられている。
【００３７】
　なお、ＯＳＤ画像３２０の表示中にメニューボタンが押された場合、ＯＳＤ画像生成部
１４０は、ＯＳＤ画像３２０の生成を停止し、投写部１９０は、原画像３００のみを投写
する（ステップＳ５）。
【００３８】
　また、操作情報がメニューボタンが押されたことを示す情報ではない場合、ＯＳＤ画像
生成部１４０は、操作情報がブランク（「Blank」）ボタンが押されたことを示す情報で
あるかどうかを判定する（ステップＳ７）。なお、本実施例では、ブランクボタンは、状
況に応じてＡ／Ｖミュート（画像と音声の出力一時停止）またはＯＳＤ画像（第１のＯＳ
Ｄ画像）の一時非表示の操作を行うためのボタンである。
【００３９】
　さらに、操作情報がブランクボタンが押されたことを示す情報ではない場合、ＯＳＤ画
像生成部１４０は、操作情報が戻るボタン、上ボタン、下ボタン、決定ボタンのいずれか
が押されたことを示す情報であるかどうかを判定する（ステップＳ１５）。
【００４０】
　例えば、ユーザは、図４の合成画像３１０が表示された状態（「画質調整」が選択され
た状態）でリモコンの決定ボタンを押すことにより、画質調整を行うことができる。例え
ば、決定ボタンが押された場合、ＯＳＤ画像生成部１４０は、ＯＳＤ画像データ１３２と
、調整値データ１３４と、操作情報に基づき、状態と操作内容に応じたＯＳＤ画像を生成
し、合成画像生成部１８０は、原画像にＯＳＤ画像を重ねた合成画像を生成し、投写部１
９０は、当該合成画像を投写する（ステップＳ１６）。
【００４１】
　図５は、第１の実施例における合成画像３１１の他の一例を示す図である。例えば、図
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４の合成画像３１０が表示された状態でリモコンの決定ボタンが押された場合、ＯＳＤ画
像生成部１４０は、画質調整のサブメニューの最初の項目である「カラーモード」が選択
されたＯＳＤ画像３２１を生成し、投写部１９０は、原画像３０２にＯＳＤ画像３２１が
重ねられた合成画像３１１を投写する。
【００４２】
　ユーザは、図５に示す状態で、リモコンの下ボタンを押すことにより、サブメニューの
次の項目である「明るさ」を選択することができる。図６は、第１の実施例における合成
画像３１２の他の一例を示す図である。
【００４３】
　例えば、図５の合成画像３１１が表示された状態でリモコンの下ボタンが押された場合
、ＯＳＤ画像生成部１４０は、画質調整のサブメニューの２番目の項目である「明るさ」
が選択されたＯＳＤ画像３２２を生成し、投写部１９０は、原画像３０３にＯＳＤ画像３
２２が重ねられた合成画像３１２を投写する。
【００４４】
　図７は、第１の実施例における合成画像３１３の他の一例を示す図である。図６の合成
画像３１２が表示された状態でリモコンの決定ボタンが押された場合、ＯＳＤ画像生成部
１４０は、明るさを調整するためのＯＳＤ画像３２３を生成し、投写部１９０は、原画像
３０４にＯＳＤ画像３２３が重ねられた合成画像３１３を投写する。
【００４５】
　ユーザは、合成画像３１３が表示された状態で、リモコンの左キーを押すことにより、
明るさの調整値を低下させ、リモコンの右キーを押すことにより、明るさの調整値を増加
させる。更新部１２０は、リモコンの右キーまたは左キーが押された場合、現在の選択項
目と操作内容に応じて調整値データ１３４を更新する（ステップＳ１７）。
【００４６】
　そして、ＯＳＤ画像生成部１４０は、ＯＳＤ画像データ１３２と、調整値データ１３４
と、操作情報に基づき、明るさの値が更新されたＯＳＤ画像３２３を生成し、画像生成部
１６１は、調整値データ１３４に基づき、明るさが調整された原画像３０４を生成し、投
写部１９０は、原画像３０４にＯＳＤ画像３２３が重ねられた合成画像３１３を投写する
。
【００４７】
　例えば、この状態で、ユーザは、原画像３０４の全体を確認するため、リモコンのブラ
ンクボタンを押す。リモコンのブランクボタンが押された場合、ＯＳＤ画像生成部１４０
は、ＯＳＤ画像３２３が表示中かどうかを判定し（ステップＳ８）、ＯＳＤ画像３２３が
表示中の場合、ＯＳＤ画像データ１３２に基づき、ＯＳＤ画像３２３に代えて第２のＯＳ
Ｄ画像である通知用ＯＳＤ画像を生成する。
【００４８】
　図８は、第１の実施例における合成画像３１４の他の一例を示す図である。合成画像生
成部１８０は、原画像３０５に通知用ＯＳＤ画像であるＯＳＤ画像３３０を重ねた合成画
像３１４を生成し、投写部１９０は、合成画像３１４を投写する（ステップＳ９）。
【００４９】
　ＯＳＤ画像３３０は、第１のＯＳＤ画像（環境設定メニュー画像）の一時非表示状態で
あることを示す画像であり、第１のＯＳＤ画像よりも小さい画像である。例えば、ＯＳＤ
画像３３０は、長方形に１本の斜線が入った画像であり、合成画像３１４の右上に小さく
表示される。
【００５０】
　また、リモコンのブランクボタンが押された場合であって、第１のＯＳＤ画像が表示中
ではない場合、ＯＳＤ画像生成部１４０は、第１のＯＳＤ画像が一時非表示中であるかど
うかを判定する（ステップＳ１０）。
【００５１】
　一時非表示中にブランクボタンを押すことは、第１のＯＳＤ画像の再表示指示を意味す
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るため、一時非表示中である場合、ＯＳＤ画像生成部１４０は、ＯＳＤ画像データ１３２
等に基づき、一時非表示時のＯＳＤ画像を生成し、投写部１９０は、当該ＯＳＤ画像が原
画像に重ねられた合成画像を投写する（ステップＳ１１）。
【００５２】
　なお、更新部１２０は、第１のＯＳＤ画像の最新の状態を示すデータを記憶部１３０に
記憶したり、最新の第１のＯＳＤ画像を示すデータをＯＳＤ画像データ１３２の一部とし
て記憶部１３０に記憶したりしてもよい。第１のＯＳＤ画像の再表示指示があった場合、
ＯＳＤ画像生成部１４０は、これらのデータに基づいて元の状態の第１のＯＳＤ画像を生
成してもよい。
【００５３】
　例えば、ユーザは、図７に示す状態でブランクボタンを押し、図８に示す状態にした後
、再びブランクボタンを押せば、再び図７に示す状態のＯＳＤ画像３２３を表示すること
ができる。
【００５４】
　なお、ブランクボタンが押された場合に、環境設定メニュー画像の表示中ではなく、一
時非表示中でもない場合、プロジェクタ１００は、Ａ／Ｖミュート中かどうかを判定し（
ステップＳ１２）、Ａ／Ｖミュート中の場合はＡ／Ｖミュートを解除する処理を実行し（
ステップＳ１３）、Ａ／Ｖミュート中ではない場合はＡ／Ｖミュート処理を実行する（ス
テップＳ１４）。
【００５５】
　プロジェクタ１００は、例えば、リモコンや本体の電源ボタンが押されたかどうかを判
定することにより、処理を終了すべきかどうかを判定し（ステップＳ１９）、処理を終了
すべき場合は終了し、処理を終了すべきでない場合は処理（ステップＳ１～Ｓ１９）を続
行する。
【００５６】
　以上のように、本実施例によれば、プロジェクタ１００は、通常のＯＳＤ画像の一時非
表示指示後に再表示指示があった場合に、一時非表示指示時の内容のＯＳＤ画像を生成す
ることができる。これにより、ユーザは、ＯＳＤ画像を用いた画像の調整等をより効率的
に行うことができる。
【００５７】
　また、本実施例によれば、プロジェクタ１００は、通常のＯＳＤ画像の一時非表示時に
一時非表示であることを示す第２のＯＳＤ画像を生成することにより、ユーザは、通常の
ＯＳＤ画像が一時非表示状態であることを確認できる上、第２のＯＳＤ画像の大きさは小
さいため、原画像のほぼ全体を確認することができる。
【００５８】
　また、本実施例によれば、ユーザは、通常のＯＳＤ画像の再表示指示時に、一時非表示
指示時の選択項目が選択された状態のＯＳＤ画像を用いて画像の調整等を行うことができ
るため、画像の調整等をより効率的に行うことができる。
【００５９】
　また、本実施例によれば、ユーザは、通常のＯＳＤ画像の表示終了指示（メニューボタ
ンを押す操作）を行った場合に最初の項目が選択された状態のＯＳＤ画像を用いて画像の
調整等を行うことができるため、画像の調整等をより効率的に行うことができる。
【００６０】
　また、本実施例によれば、ユーザは、画像の調整を行う場合に当該調整が反映された原
画像を確認しながら画像の調整を行うことができる。
【００６１】
　また、本実施例によれば、プロジェクタ１００は、リモコンの既存のボタンに一時非表
示を行う機能を割り当てることにより、リモコンに新たなボタンを設けることなく、ＯＳ
Ｄ画像の一時非表示機能を実現することができる。
【００６２】
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　（第２の実施例）
　第１の実施例では、ＯＳＤ画像の表示位置は中央であったが、ＯＳＤ画像の表示位置は
中央以外の位置であってもよく、ユーザがＯＳＤ画像の表示位置を指定してもよい。また
、第１の実施例では、第１のＯＳＤ画像の非表示時に第２のＯＳＤ画像を表示したが、第
１のＯＳＤ画像の非表示時に原画像のみを表示してもよい。
【００６３】
　図９は、第２の実施例におけるプロジェクタ１０１の機能ブロック図である。プロジェ
クタ１０１は、第１の実施例の構成に加えて合成画像または原画像を選択する画像選択部
１８２と、画像選択部１８２に画像の選択を行わせる表示制御部１７０を含んで構成され
ている。
【００６４】
　また、記憶部１３１は、ＯＳＤ画像データ１３２、調整値データ１３４に加えてカーソ
ル位置データ１３６、ＯＳＤ位置データ１３８を記憶している。カーソル位置データ１３
６は、例えば、ＯＳＤ画像における選択項目（選択位置）を示すデータである。ＯＳＤ位
置データ１３８は、例えば、合成画像におけるＯＳＤ画像の位置を示すデータである。
【００６５】
　例えば、ユーザが、ＯＳＤ画像の表示位置として左上を指定する操作を行った場合、操
作情報入力部１１０は、当該操作情報を入力し、更新部１２０は、当該操作情報に基づき
、ＯＳＤ位置データ１３８を更新する。
【００６６】
　また、例えば、ＯＳＤ画像が表示された状態で、ユーザが、リモコンの決定ボタン、上
ボタン等の方向ボタンを操作した場合、更新部１２０は、操作情報に基づき、カーソル位
置データ１３６を更新する。なお、カーソル位置データは、例えば、図５のＯＳＤ画像３
２１であれば「01010000」、図６のＯＳＤ画像３２２であれば「01020000」のように、先
頭の２ビットがトップメニュー、次の２ビットがサブメニュー１段目、次の２ビットがサ
ブメニュー２段目、最後の２ビットがサブメニュー３段目を示すデータであってもよい。
【００６７】
　図１０は、第２の実施例における合成画像３１５の一例を示す図である。ＯＳＤ画像生
成部１４１は、ＯＳＤ画像データ１３２と、調整値データ１３４と、カーソル位置データ
１３６と、ＯＳＤ位置データ１３８に基づき、ＯＳＤ画像３２４を生成し、合成画像生成
部１８０は、画像生成部１６１によって生成された原画像３０６と、ＯＳＤ画像生成部１
４１によって生成されたＯＳＤ画像３２４を合成して合成画像３１５を生成する。
【００６８】
　表示制御部１７０は、操作情報に基づき、画像選択部１８２に合成画像３１５を選択さ
せ、投写部１９０は、合成画像３１５を投写する。なお、合成画像３１５では左上の位置
にＯＳＤ画像３２４が配置されている。
【００６９】
　また、ＯＳＤ画像３２４が表示された状態で、操作情報入力部１１０にＯＳＤ画像の一
時非表示指示を示す操作情報が入力された場合、表示制御部１７０は、画像選択部１８２
に画像生成部１６１からの原画像３０６を選択させ、投写部１９０は、ＯＳＤ画像３２４
の存在しない原画像３０６を投写する。
【００７０】
　さらに、ＯＳＤ画像の一時非表示指示のあった後に操作情報入力部１１０にＯＳＤ画像
の再表示指示を示す操作情報が入力された場合、表示制御部１７０は、画像選択部１８２
に合成画像生成部１８０からの合成画像３１５を選択させ、投写部１９０は、ＯＳＤ画像
３２４の存在する合成画像３１５を投写する。
【００７１】
　以上のように、本実施例によれば、プロジェクタ１０１は、通常のＯＳＤ画像３２４の
一時非表示指示後に再表示指示があった場合に、一時非表示指示時の内容のＯＳＤ画像３
２４を生成することができる。これにより、ユーザは、ＯＳＤ画像３２４を用いた画像の
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調整等をより効率的に行うことができる。
【００７２】
　また、本実施例によれば、プロジェクタ１０１は、通常のＯＳＤ画像３２４の一時非表
示時には通常のＯＳＤ画像３２４を非表示にすることにより、ユーザは、原画像３０６の
全体を確認することができる。
【００７３】
　また、ＯＳＤ画像生成部１４１は、ＯＳＤ画像３２４の表示指示位置を示すＯＳＤ位置
データ１３８に基づき、ＯＳＤ画像３２４の表示位置を決定するとともに、再表示指示時
に、一時非表示指示時の表示位置をＯＳＤ画像３２４の表示位置として決定することによ
り、ユーザは、画像の調整等を行う場合に、通常のＯＳＤ画像３２４の再表示を行う場合
に一時非表示時と同じ位置に表示することができるため、効率的に画像の調整等を行うこ
とができる。
【００７４】
　（その他の実施例）
　なお、本発明の適用は上述した実施例に限定されず、種々の変形が可能である。例えば
、ＯＳＤ画像の一時非表示、再表示を行うためのボタンは、共通の専用のボタンであって
もよいし、それぞれ異なる専用のボタンであってもよい。
【００７５】
　また、ＯＳＤ画像は、ＯＳＤ画像３２０等には限定されず、例えば、操作内容と操作説
明を示す画像（例えば、「[ブランク]：一時非表示／再表示」等）を含んでもよい。
【００７６】
　また、第１の実施例では、ＯＳＤ画像が一時非表示であることを別のＯＳＤ画像を用い
て通知しているが、例えば、プロジェクタは、本体に設けられたＬＥＤ等を用いて通知し
てもよいし、音等を用いて通知してもよい。これらによれば、プロジェクタは、ユーザに
原画像の全体を確認させつつ、ＯＳＤ画像が一時非表示であることを通知することができ
る。
【００７７】
　また、第２のＯＳＤ画像は、ＯＳＤ画像３３０には限定されず、第１のＯＳＤ画像より
も小さい任意の色、形状の画像を採用可能である。また、原画像は、画像情報入力部１５
０によって入力された画像情報に基づく画像には限定されず、記憶部１３０、１３１に記
憶された画像情報に基づく画像等であってもよい。
【００７８】
　また、プロジェクタ１００、１０１は、液晶プロジェクタには限定されず、例えば、Ｄ
ＭＤ(Digital Micromirror Device)を用いたプロジェクタ等であってもよい。なお、ＤＭ
Ｄは米国テキサス・インスツルメンツ社の商標である。また、プロジェクタ１００、１０
１の機能を複数の装置（例えば、ＰＣとプロジェクタ等）に分散して実装してもよい。
【００７９】
　また、本発明を適用可能な画像表示装置は、プロジェクタ１００、１０１には限定され
ず、例えば、液晶ディスプレイ、テレビ、ＰＤＡ、電子辞書、携帯電話、携帯型ゲーム装
置等であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】第１の実施例におけるプロジェクタの機能ブロック図である。
【図２】第１の実施例におけるＯＳＤ画像の表示処理手順を示すフローチャートである。
【図３】第１の実施例における原画像の一例を示す図である。
【図４】第１の実施例における合成画像の一例を示す図である。
【図５】第１の実施例における合成画像の他の一例を示す図である。
【図６】第１の実施例における合成画像の他の一例を示す図である。
【図７】第１の実施例における合成画像の他の一例を示す図である。
【図８】第１の実施例における合成画像の他の一例を示す図である。
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【図９】第２の実施例におけるプロジェクタの機能ブロック図である。
【図１０】第２の実施例における合成画像の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００８１】
　１００、１０１　プロジェクタ（画像表示装置）、１１０　操作情報入力部、１２０　
更新部、１３０、１３１　記憶部、１４０、１４１　ＯＳＤ画像生成部、１５０　画像情
報入力部、１６０、１６１　画像生成部、１７０　表示制御部、１８０　合成画像生成部
、１８２　画像選択部、１９０　投写部（画像表示部）、２００、２０１　情報記憶媒体
、３００～３０６　原画像、３１０～３１５　合成画像、３２０～３２４　ＯＳＤ画像（
第１のＯＳＤ画像）、３３０　ＯＳＤ画像（第２のＯＳＤ画像）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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